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会議の名称 平成２９年度第１回八雲町介護保険事業運営委員会 

日   時 平成２９年７月１４日（金） １３時３０分から１４時０５分 

場   所 八雲町総合保健福祉施設シルバープラザ 第１・２会議室 

出 席 者 委員１９名（欠席２名）傍聴者０名 

会 議 の 処 理 、 て ん 末 

○平成２９年度第１回介護保険事業運営委員会                       

１．開会宣言                                  

 ○保健福祉課長より 

  本日は大変お忙しい中、本会議にご出席いただきまして、誠にありがとうござ

います。 

  また、委員の皆様方には日頃より町保健福祉行政の推進に対してご支援、ご協

力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  まず、開会にあたりまして岩村町長よりご挨拶申し上げます。 

２．町長挨拶                                       

○町長より開催にあたっての挨拶 

３．議題                                   

 ○保健福祉課長より 

  これより先の議事につきましては、会長に進行をお願いします。 

 ○会長より 

これより、平成２９年度第１回八雲町介護保険事業運営委員会及び第１回八雲

町地域包括支援センター運営協議会を開催いたします。 

本日の会議の審議内容につきましては、八雲町情報公開条例各号に規定する非

公開情報が含まれていないことから全部公開として開催したいと思いますので、

ご承認のほどよろしくお願いいたします。 

 《異議なし》 

（１）報告事項                                

 ①平成２９年度保健・福祉・介護サービス支援事業について           

 ②平成２８年度介護保険事業特別会計決算見込みについて            

 ③平成２９年度介護保険事業特別会計当初予算について             

 ④第６期介護保険事業計画進捗状況について                                                       

○会長より 

（１）報告事項①平成２９年度保健・福祉・介護サービス支援事業から④第６

期介護保険事業計画進捗状況につきまして一括して事務局より説明を求めます。 

○事務局より 

４月より保健福祉課 課長補佐となりました佐藤と申します。どうぞよろしく

お願い致します。私の方からご説明させていただきます。 

報告に入ります前に、資料の訂正があります。議案３ページ 平成２８年度介

護保険事業特別会計決算見込額前年度比の２７年度決算額に誤りがありましたの
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で、申し訳ありませんが、事前に配布しました資料と机にあります用紙を差し替

えて読んでいただけますようお願いいたします。 

はじめに、報告事項①の別紙１、平成２９年度保健・福祉・介護サービス支援

事業でございますが、昨年度と大幅な変更はありませんので、説明は省略させて

いただきます。資料についてご確認いただければと思います。 

報告事項②の平成２８年度介護保険事業特別会計決算見込みについて、平成２

８年度と平成２７年度の対比額が大きいものを中心にご説明したいと思います。 

議案２ページ及び３ページになります。 

２ページをご覧ください。歳入についてでありますが、【国庫支出金】のうち

介護給付費負担金の減についてですが、２７年度については、清算返還金が３０

８９万円あり、２８年度の返還金２４７万円も勘案しますと、実質的には２８年

度の方が８００万円程度の増額となります。 

また、介護保険システム改修事業補助金については、平成２８年度においては

システムの改修がありませんでしたので、０円となっております。 

【道支出金】のうち介護給付費負担金の減についてですが、２７年度について

は、清算返還金が１２１１万円あり、２８年度の返還金３１１万円も勘案します

と、実質的には２８年度の方が６００万円程度の増額となります。 

【繰入金】のうち、その他一般会計繰入金の減についてですが、こちらは人事

異動に伴う、給与等の減によるものであります。 

 また、基金繰入金についてですが、２８年度は決算の状況により２４００万

円を繰り入れることとなり、２７年度は繰入がなかったため、そのまま増額とな

りました。 

次に３ページをご覧ください。歳出でありますが、【総務費】のうち一般管理

費の減についてですが、歳入のその他一般会計繰入金と同様で人事異動に伴う給

与等の減によるものです。 

次に【保険給付費】のうち居宅介護サービス給付費、地域密着型介護サービス

費、居宅介護サービス計画給付費、特定入所者介護サービス費の増については、

利用者の増によるものです。 

平成２８年度決算につきましては、２ページ下段に戻っていただき、歳入決算

額 １５億６，６９２万１，６５７円、歳出決算額 １５億５，５４９万３，９

５２円、差引額１，１４２万７，７０５円 となり、うち６００万円を基金に積

み立て、５４２万７，７０５円を繰越し、次年度における支出等が発生した場合

の財源に充てます。 

介護給付費準備基金についてですが、歳入と歳出の差により生じた剰余金は翌

年度以降の介護給付費支払いの不足に備える財源とするため介護給付費準備基金

として積み立てますが、平成２８年度末現在は ８、７０７万２，２８７円 と

なっております。なお、このうち、６５０万円 につきましては２８年度に超過

交付となった交付金を返還する際に、取り崩し、財源とする予定でございます。 

続いて、報告事項③平成２９年度 介護保険事業特別会計（当初予算）につい
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てご説明いたします。 

議案４ページ及び５ページとなります。 

予算総額は歳入・歳出それぞれ１７億２，１７３万４千円 前年度対比 

１億１，４１３万２千円の増となっております。直近の給付実績の伸び率等を参

考に予算をたてております。 

まず、歳入でありますが、特徴的な事項について説明させていただきます。 

【国庫支出金】・【支払基金交付金】・【道支出金】における地域支援事業交

付金（総合事業）及び【繰入金】の地域支援事業繰入金（総合事業）が増（前年

度比でそれぞれ９００％の増）となっておりますが、「介護予防・日常生活支援

総合事業」の実施に伴い、要支援者への訪問介護及び通所介護が「介護予防給付」

から「地域支援事業」へ移行されたことによるものであります。 

また、【国庫支出金】のうち事業補助金については、介護保険制度改正に伴う

介護保険システム改修に対する補助金となります。 

次に歳出でありますが、【総務費】の一般管理費の減つきましては、人事異動

に伴う給与等の減によるものであり、計画策定委員会費の増につきましては、第

７期計画策定の委託料等の計上によるものであります。 

【保険給付費】のうち【介護サービス等諸費】の施設介護サービス給付費が９，

０００万円の増額となっておりますが、本年７月にくまいし荘が改築され、定員

が２５名増となったことなどによるものであります。 

また、【介護予防サービス等諸費】のうち介護予防サービス費・介護予防サー

ビス計画給付費の減と【地域支援事業費】のうち介護予防・生活支援サービス事

業費の増でありますが、先ほど歳入でも説明しましたとおり、総合事業の実施に

伴い、要支援者への訪問介護及び通所介護が「介護予防給付」から「地域支援事

業」へ移行されたことによるものであります。 

続いて、第６期介護保険事業計画進捗状況についてご説明いたします。 

議案６ページ～８ページになります。 

まず、６ページの平成２８年度の介護給付費等進捗状況についてでございます

が、介護給付及び予防給付費の居宅療養管理について進捗率がそれぞれ３０４％

及び１４５％となっておりますが、当初計画時よりサービス提供事業所が増えた

ことによりサービスの提供体制が強化され利用見込を大幅に上回るものとなりま

した。 

介護給付及び予防給付費のうちショート療養についても１７１％・４０８％と

なっておりますが、介護老人保健施設からの在宅復帰を強化したための増となっ

ております。 

また、介護給付費の福祉用具販売及び住宅改修については、利用見込みを下回

るものとなりました。予防給付の福祉用具貸与については見込を上回りました。 

介護給付及び予防給付の小規模多機能型居宅介護については、計画上２５人分

の整備を見込んでおりましたが、整備を見送ったための減となっております。そ

の他のサービスつきましては、おおむね３０％増減以内であり、ほぼ計画どおり
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の進捗であります。 

続いて７ページの人口等の状況についてであります。認定者数ついては計画を

上回っており、居宅サービスについても計画を上回って推移しております。 

最後に８ページの参考資料ですが、過去１０年間の実績について、第１号被保

険者数、介護度の区分別、介護度の区分別、介護認定審査会の開催状況について

まとめたものでありますので、ご覧いただきたいと思います。 

以上で、報告事項②から④の説明とさせていただきます。 

○会長より 

  ただ今の事務局の説明について、ご質問等ございましたら発言願います。 

（質問等なし）                                

（２）協議事項                                

 ①第７期介護保険事業計画策定に向けたアンケート調査の実施について      

 ○会長より 

  それでは（２）協議事項①第７期介護保険事業計画策定に向けたアンケート調

査の実施について、事務局より説明を求めます。 

 ○事務局より 

 それでは、協議事項についてご説明させていただきます。 

 配布資料の別紙２から別紙４になります。 

 第７期介護保険事業計画策定に向けたアンケート調査の実施について別紙２の

調査実施要領をご覧いただきたいと思います。 

３年を１期とする介護保険事業計画の策定は（平成３０年度～３２年度）第７期

介護保険事業計画として、今年度の平成２９年度に策定することとなっておりま

すが、策定の基礎資料とするため、２種類をアンケートを実施いたします。 

ひとつめの「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」は高齢者一般を対象とし、要

介護状態になるリスクの発生状況、生活支援の充実、社会参加・支え合い体制、

介護予防推進のために必要な社会資源など、地域診断を行うことを目的とします。 

ふたつめは「在宅介護実態調査」となり、居宅サービスを利用している要介護認

定者を対象に「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」

の実現に向けた介護サービスの在り方を検討することを目的とします。 

アンケート調査の実施方法につきましては、一般高齢者については保健福祉課、

住民サービス課職員がそれぞれ調査対象者と連絡調整を行い、回収を行い、回収

率100％を目指すこととします。（訪問して町民からの貴重な生の声を直接聞く機

会を確保する観点から、従前より職員が汗をかいてアンケート回収を行うことと

している。） 

 要介護認定者については、担当ケアマネージャーに訪問時での回収を依頼して

いるところでありますが、資料では調査対象が「居宅サービス利用者」となって

おりますが、サービスを受けていない認定者についてもアンケートを実施するこ

ととしましたので、若干数増加することとなります。回収については職員が行い

ます。 
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アンケート内容、項目等につきましては、別紙３「介護予防・日常生活圏域ニー

ズ調査」別紙４「在宅介護実態調査」のとおり、対象者や介護者の生活状況、地

域活動の状況、健康や介護予防に関する意識、介護保険制度について等を設定し

ており、今後の介護保険事業運営の在り方について検討するための重要な資料と

して活用したいと思います。 

○会長より 

 ただ今の事務局の説明について、ご質問等ございましたら発言願います。 

○委員より 

 介護認定を受けているがサービスを利用していない方もアンケートを実施する

という理解でよろしいでしょうか。だとすると、どの程度の人数を想定していて、

アンケート調査内容も別紙３、４とは別の形にはなると思われるので、内容等は

委員に示されるのでしょうか。 

○事務局より 

まず一点目の対象者の人数ですが、入院している方は除き５０名程度を想定し

ています。アンケートの内容で、別紙３、４の２種類がありますが、別紙３の介

護予防・日常生活圏域ニーズ調査、こちらは要介護認定者ではない一般の高齢者

を対象としておりまして、別紙４の在宅介護実態調査につきましては、要介護認

定者でサービスを受けていても受けていなくても内容に変わりはありませんので、

あくまでこの２種類だけとなります。 

５ページの問１３で介護保険サービスの利用の有無についての設問があり、そこ

から設問が分かれる形となります。サービスを利用していない方は２を、サービ

スを利用している方は１を選択することとなります。 

○委員より 

ここの設問では、現在、住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービ

スを利用していますかということだから、何も利用していない人も、住宅改修や

福祉用具貸与をしていて、それ以外のサービスを利用している人も、２を選択す

るということでしょうか。そうすると、全くサービスを利用していない人と、住

宅改修や福祉用具貸与をしていて、それ以外のサービスを利用している人も２に

集計されるということでよろしいでしょうか。 

○事務局より 

  厚労省から示されている設問どおり作成しており、集計はそのようになること

と思います。 

 ○会長より 

  そのほか、ご質問等ございますでしょうか。 

 

（質問等なし）                               

 ②指定地域密着型サービス事業所の指定の更新について            

 ○会長より 

  それでは、（２）協議事項②指定地域密着型サービス事業所の指定の更新につ
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いて、事務局より説明を求めます。 

 ○事務局より 

  それでは、指定地域密着型サービス事業所の指定の更新についてご説明いたし

ます。 

  議案の１０ページになります。平成１８年４月の介護保険制度の改正により、

指定の更新制度が創設され介護保険事業者の指定については、６年毎に更新する

ことが義務付けられており、地域密着型サービス事業所の指定、指定の更新にあ

たっては、介護保険法第７８条の２第７項等の規定に基づき、当該市町村が行う

介護保険の被保険者その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講じ

なければならないということから、適切な運営を確保するために介護保険事業運

営委員会を設置し、協議、ご意見をいただいて指定等を行っているところです。 

今回、２つの事業所から指定の更新の申請書が提出されました。 

なお、提出された書類の量が膨大なため抜粋して必要最低限の様式のみお示し

しておりますのでご了承願います。 

 ○会長より 

なお、この件につきましては、八雲町介護保険事業運営委員会設置要綱第６条

第３項に基づき当該事業所又はその設置法人に属する委員は当該事項の審議から

除くことになっておりますので、三上委員におきましては、一時退室をお願いい

たします。 

それでは事務局の説明を求めます。 

 ○事務局より 

１つめの事業所につきましては、地域密着型サービスの種類は「認知症対応型

共同生活介護」「介護予防認知症対応型共同生活介護」、申請者は、すまぃる株

式会社、事業所は、八雲町熊石鮎川町 グループホームすまぃる熊石、利用定員

は９名であります。 

運営基準等についての概略については別にお配りの資料 をご覧ください。 

１ページの定義及び基本方針については、記載のとおりとなりますのでご確認

いただければと思います。 

２ページの人員の基準についてですが、介護従事者等の人数について、すべて

満たしていることを申請書等により確認しております。 

３ページの設備基準についても、基準を満たしていることを申請書により確認

しております。 

また、運営基準については、運営規程についての重要事項に関する規定につい

て、すべて定められており、また、緊急時の対応、協力医療機関については、町

内医療機関と契約を締結しており、地域との連携についても定期的な運営推進会

議の開催や地域住民との交流の場について例年設けられております。 

これら提出された書類の内容の審査を行ったところ必要な町の定める条例の基

準を満たしていると認められることから、町としては、こちらの事業所について、

指定の更新を行うことと判断し、更新指定年月日を平成２９年７月２８日、更新
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指定満了年月日を平成３５年７月２７日としておりますのでよろしくお願いいた

します。  

 ○会長より 

  只今の事務局の説明について、指定にあたって意見等ございましたら、発言願

います。 

（意見等なし）                                

 ○会長より 

  地域密着型サービス事業所 グループホームすまぃる熊石の指定の更新につい

ては全員一致で承認いたします。 

 つづいて、地域密着型通所介護事業所 熊石デイサービスセンターについての

説明を求めます。 

 ○事務局より 

  次に２つめの事業所につきましては、地域密着型サービスの種類は「地域密着

型通所介護」、申請者は、八雲町、事業所は、八雲町熊石平町 熊石デイサービ

スセンター、利用定員は１８名であります。 

なお、平成２８年３月３１日時点で北海道から小規模な通所介護事業所の指定

を受けていた事業所であり、平成２８年４月１日に地域密着型通所介護として、

八雲町へみなし指定として道から指定権限が移行された事業所は、その有効期間

は平成２８年３月３１日より前に受けた通所介護の指定の日から６年間となって

いたことから今回９月３０日で有効期間満了を迎えるにあたり事業所より更新申

請がございました。 

運営基準等についての概略については、お配りの資料をご覧ください。 

８ページの定義及び基本方針については、記載のとおりとなりますのでご確認

いただければと思います。 

続いて人員の基準についてですが、介護従事者等の人数について、すべて満たし

ていることを申請書等により確認しております。 

９ページの設備基準についても、基準を満たしていることを申請書により確認

しております。 

運営基準については、運営規程についての重要事項に関する規定について、す

べて定められており、地域との連携についても定期的な運営推進会議の開催や地

域住民との交流の場について例年設けられております。 

これら提出された書類の内容の審査を行ったところ必要な町の定める条例の基

準を満たしていると認められることから、町としては、こちらの事業所について、

指定の更新を行うことと判断し、更新指定年月日を平成２９年１０月１日、更新

指定満了年月日を平成３５年９月３０日としておりますのでよろしくお願いいた

します。 

○会長より 

 只今の事務局の説明について、指定にあたって意見等ございましたら、発言願

います。 



8 

 

（意見等なし）                                

○会長より 

地域密着型通所介護事業所 熊石デイサービスセンターの指定の更新について

は全員一致で承認いたします。 

指定について全員一致で承認しましたが、介護保険関係法令を厳格に遵守し、

誠実かつ公正に地域に密着した理念、目的を達成すべき事業の運営の継続をよろ

しくお願いいたします。 

４．その他                                  

 ○会長より 

  その他につきまして事務局より説明を求めます。 

 ○事務局より 

  続いてその他の事項について、次回の介護保険事業運営委員会の開催は平成２

９年１１月下旬を予定しております。 

アンケートの集計結果などを基に、具体的な施策等についてご提案できるもの

と思いますのでご協力の程よろしくお願いします。 

○会長より 

  以上をもちまして、平成２９年度第１回八雲町介護保険事業運営委員会を閉会

致します。 

 


